
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇
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〇
総
務
省
告
示
第
五
百
五
十
二
号

市
町
の
境
界
変
更

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
千
葉
県
茂
原
市
と
山
武

郡
大
網
白
里
町
と
の
境
界
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
、

千
葉
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

茂
原
市
へ
編
入
す
る
区
域

山
武
郡
大
網
白
里
町
神
房
字
木
ノ
池
二
三
〇
の
一
部
、

二
三
一
、
二
三
二
の
一
部
、
二
三
三
の
二
の
一
部
、
二
三

三
の
三
、
二
三
三
の
四
の
一
部
、
二
三
四
の
二
の
一
部
、

二
三
四
の
三
、
二
三
四
の
四
、
二
三
五
の
一
か
ら
二
三
五

の
三
ま
で
の
各
一
部
、
二
三
九
の
一
の
一
部
、
二
四
二
の

二
の
一
部
、
二
四
三
の
二
の
一
部
、
二
四
五
の
一
部

山
武
郡
大
網
白
里
町
へ
編
入
す
る
区
域

茂
原
市
榎
神
房
字
神
房
前
二
七
〇
、
字
打
越
三
〇
六
、

三
〇
七
の
一
の
一
部
、
三
〇
七
の
二
の
一
部
、
字
中
関
三

三
九
の
二
の
一
部
、
桂
字
砂
田
前
五
一
七
の
一
の
一
部
、

五
一
七
の
二
の
一
部
、
五
一
八
の
一
の
一
の
一
部
、
五
一

八
の
一
の
二
の
一
部
、
五
一
九
の
一
部
、
五
二
〇
の
一
の

一
部
、
五
二
〇
の
二
の
一
部
、桂
飛
地
字
神
房
前
六
八
七
、

六
八
八
、
高
田
字
神
房
前
一
〇
一
七
か
ら
一
〇
一
九
ま
で

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公

有
地
の
一
部
並
び
に
桂
字
中
谷
四
六
五
の
一
、
字
道
庭
四

六
六
の
二
、
四
六
六
の
三
、
四
六
七
に
隣
接
す
る
道
路
で

あ
る
公
有
地
の
一
部
、
山
武
郡
大
網
白
里
町
神
房
字
木
ノ

池
二
三
〇
に
隣
接
す
る
茂
原
市
の
道
路
、
水
路
で
あ
る
公

有
地
の
一
部

〇
総
務
省
告
示
第
五
百
五
十
三
号

市
の
境
界
変
更

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
千
葉
県
八
千
代
市
と
印

西
市
と
の
境
界
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
、
千
葉
県
知

事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

八
千
代
市
へ
編
入
す
る
区
域

印
西
市
船
尾
字
新
田
一
九
六
五
の
四
の
一
部
、
一
九
六

五
の
六
の
一
部
、
一
九
六
五
の
七
、
一
九
六
五
の
九
、
二

〔
告

示
〕

〇
市
町
の
境
界
変
更
の
件
（
総
務
五
五
二
）

J

〇
市
の
境
界
変
更
の
件
（
同
五
五
三
）

〇
基
幹
放
送
普
及
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る

件
（
同
五
五
四
）

K

〇
基
幹
放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
の
一
部
を

変
更
す
る
件
（
同
五
五
五
）

〇
有
明
海
及
び
八
代
海
等
を
再
生
す
る
た
め

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
地
域
を
指
定
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
総
務
・
文
部
科
学
・
農
林
水
産
・
経
済

産
業
・
国
土
交
通
・
環
境
一
）

〇
戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
指
定
に
関
す
る
件
（
法
務
五
七
〇
）

L

〇
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い

に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
七
条
の
規
定
に

よ
る
承
認
を
し
た
件
（
同
五
七
一
）

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
同
五
七
二
）

〇
食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
シ
エ

ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の

交
換
に
関
す
る
件
（
外
務
四
〇
五
）

M

〇
遺
言
の
方
式
に
関
す
る
法
律
の
抵
触
に
関

す
る
条
約
へ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
等
の
加
入
に

関
す
る
件
（
同
四
〇
六
）

〇
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
が
名

称
を
変
更
し
た
件
（
厚
生
労
働
四
六
〇
）

M

〇
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
が
同

条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
し
た
件

（
同
四
六
一
）

〇
食
品
衛
生
法
施
行
令
に
基
づ
く
登
録
養
成

施
設
の
名
称
の
変
更
の
件
（
同
四
六
二
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
二
三
九
六
〜
二
四
〇
二
）

〇
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

（
国
土
交
通
一
三
〇
五
、
一
三
〇
六
）

N

〇
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特

別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
に
基
づ

き
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
道
路
を

指
定
す
る
件
（
同
一
三
〇
七
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
同
一
三
〇
八
〜
一
三
一
一
）

O

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
北
陸
地
方
整
備
局
一
一
四
、
一
一
五
）

P

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
北
海
道
開
発
局
一
一
七
、
一
一
八
）

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

Q

〔
官
庁
報
告
〕

文

教

日
本
学
士
院
新
会
員
の
選
定
に
つ
い
て

（
日
本
学
士
院
）

Q

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
の
公
告

（
国
土
交
通
省
）

Q

〔
資

料
〕

日
本
と
世
界
の
天
候
（
平
成
二
十
三
年
十
一

月
）（
速
報
）（
気
象
庁
）

J
I

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁土

地
家
屋
調
査
士
懲
戒
処
分
関
係

J
K

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他

L
J

˜
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